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１
月
８
日
、
桃
源
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成
29
年
南
ア
ル
プ
ス

市
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
で
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
新
成
人
は
８
１
０
人
。

　

会
場
に
は
、
ス
ー
ツ
や
羽
織
袴
、
振
袖
姿
の
新
成
人
た
ち
が
集

い
、
か
つ
て
共
に
過
ご
し
た
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
見

ら
れ
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
二
十
歳
の
門
出
を
と
も
に
喜
び
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
加
茂
通
典
さ
ん
と
落
合
冴
さ

ん
が
成
人
の
抱
負
を
述
べ
、
若
林
克
弥
さ
ん
と
森
川
穂
奈
美
さ
ん

が
誓
い
の
こ
と
ば
を
宣
誓
し
、
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

祝 
成
人

■南アルプス市で今年成人を迎えた人

八田地区 91 人
白根地区 193 人
芦安地区 3 人
若草地区 163 人
櫛形地区 215 人
甲西地区 145 人

   合   計 810 人

新成人 平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれ

か 

も  

み
ち
の
り

お
ち
あ
い
さ
え
る

わ
か
ば
や
し
か
つ
や

も
り
か
わ     

ほ
な
み



3

南アルプス市 成人式 2017
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税
の
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

受付期間・会場
甲西会場　南アルプス市役所甲西支所  ２階会議室　
２月16日（木）～２月28日（火） ※２月22日（水）は18：00まで受付
白根会場　南アルプス市健康福祉センター  ２階会議室
３月２日（木）～３月15日（水） ※３月８日（水）は18：00まで受付
※いずれも土・日曜日を除く
受付時間　８：30～16：00（受付番号配布は８：15の予定です。）
※休日の開催は、３月５日（日）に白根会場で行います。
※３月１日（水）は、会場移設のため相談受付はありません。

市役所で確定申告される方へお願い
①確定申告書の作成は、自主申告となっています。事業をされている方等、確定申告書に収支内訳書の添付が必要となる方は
必ず事前に作成してからご来場ください。

②医療費控除を受ける方は、「医療費の明細書」を必ず事前に作成してからご来場ください。（明細書は税務課および各窓口
サービスセンターにご用意しております。）

③添付書類に不足がある場合は受付できません。必要な書類を忘れずにお持ちください。
④青色申告は、提出のみお預かりします。相談のある方は税務署での申告をお願いします。
⑤譲渡所得、先物取引、雑損控除がある方は、税務署での申告をお願いします。

甲府税務署による確定申告書作成会場
期　間　２月16日（木）～３月15日（水）
時　間　９：00～17：00（受付８：30～） ※土日・祝日を除く
場　所　甲府税務署　甲府市丸の内１－１－18　甲府合同庁舎
※休日の開催日は、２月19日（日）と２月26日（日）の２日間です。

公的年金等を受給されている方へ
公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ公的年金等以外の所得金額が20万円以下である場合は、所得税の
確定申告をする必要がありません。（ただし、住民税の申告は必要です）
★所得税の還付を受けるには、確定申告書を提出する必要があります。

●お問合せ／税務課  ℡（２８２）７３７９  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平成28年分 所得税確定申告 について

申告にはマイナンバーが必要です

 
平成28年分申告より、手続きには

　　     マイナンバーの記載 + 本人確認書類の写しの添付
が必要です。

本人確認書類

　◆マイナンバーカードをお持ちの方

　　マイナンバーカードのみで本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

　◆マイナンバーカードをお持ちでない方

　　　　　　 　 番号確認書類　　　　　　　　　　　　 　身元確認書類
　　○マイナンバーの通知カード　　　　　　　　　○運転免許証・健康保険証
　　○住民票または住民票記載事項証明書　　　　　○パスポート・障害者手帳
　　   （マイナンバーの記載があるもの）　　　　　　○在留カード
　　　　　　　　　　　　   いずれか１つ　　　　　　　　　　     等 いずれか１つ

＋

税務署職員等による確定申告相談会
開催日　２月13日（月）
時　間　10：00～12：00
　　　　13：00～16：00　
場　所　　南アルプス市消防本部  ２階多目的ホール

市の申告会場では、税務署の職員ではなく市の職員が相談

や申告書の仮収受を行っています。そのため、一部の申告

については税務署での申告をお願いすることがあります。

また、申告の内容により受付順番と相談順番が前後するこ

とがあります。あらかじめご承知おきください。

内容を確認した上で受付しますので、提出のみの方は直接

税務署への提出をお願いいたします（税務署へは郵送での

提出も可能です）。

所得税
贈与税
個人消費税

３月15日(水)まで
３月15日(水)まで
３月 31日(金)まで

平成 28年分の
申告・納税の期限

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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平成 29 年１月１日現在で、市内に住所を有する方が、前年中（平成 28 年１月１日から12月31日まで）の
所得を申告します。  ※所得税の確定申告とは異なります。
収入のなかった方（扶養されていた方や遺族年金・障害年金受給者、その他就職活動中の方等）も必ず申告
してください。

住民税（市民税･県民税）申告相談受付について
税務課職員が各窓口サービスセンターで相談受付をします。

期　間　２月６日（月）～２月７日（火）　※芦安窓口サービスセンターは、２月７日（火）のみです。
時　間　８：30～ 12：00、13：00～ 16：00
場　所　本庁税務課・各窓口サービスセンター
※本庁税務課では、２月１日（水）～３月15日（水）まで申告相談を受付けます。

郵送での提出も可能です
あて先　〒400-0395 南アルプス市小笠原 376   南アルプス市役所 税務課市民税担当

申告される方へのお願い
１ 申告書はマイナンバーをご記入のうえ、本人確認書類、印鑑と一緒にお持ちください。
２ 生命保険料・地震保険料・国民年金保険料等の控除を受ける場合は控除証明書を忘れずにお持ちください。
３ 営業所得、農業所得、不動産所得のある方は、収支明細を申告書裏面の収支内訳欄に必ず記入してください。（内訳
　 が書ききれない方は、税務課・各窓口サービスセンターに収支内訳書の用紙がありますのでそちらをご利用ください。）
４ 医療費控除を受ける方は、「医療費の明細書」を事前に作成してからご来場ください。（明細書は税務課・各窓口サー
　 ビスセンターで配布しております。）
５ 障害者控除を受ける場合は対象の方の手帳又は障害者控除対象者認定書をお持ちください。
６ 給与所得のある方は「給与の源泉徴収票」、公的年金所得のある方は「公的年金等の源泉徴収票」をお持ちください。

　 　◇申告がない場合、国民健康保険等各種保険料の算定に影響を及ぼす可能性があります。また、所得証明書等を
　　　即時発行できない場合がありますのでご注意ください。
　 　◇申告相談窓口は大変混雑しますので、あらかじめ必要書類をご確認の上、ご自身で申告書の記載（自己申告）が
　　　できるようにしてください。

申告をする必要がない方
次のいずれかに該当する方は、住民税の申告が不要です。（年齢は１月１日現在）
①収入が公的年金等のみの64歳以下の方で、年金の収入金額の合計が98万円以下の方
※遺族年金、障害年金のみの方は申告してください。
②収入が公的年金等のみの65歳以上の方で、年金の収入金額の合計が148万円以下の方
③収入が公的年金等のみで、公的年金等の源泉徴収票の内容に控除（扶養・障害・寡婦・寡夫控除、生命保険料控除等）
を追加しない方

④収入が給与所得のみで、年末調整した給与支払報告書が会社などから市役所に提出されている方
※年末調整がされていない方でも、市役所に提出された給与支払報告書の内容に控除を追加しない場合は申告の必要は
ありません。

⑤所得税の確定申告書を提出する方

その他
住民税申告書がお手元にない場合は、税務課・各窓口サービスセンターで申告書をお受け取りください。
平成27年分の確定申告書を提出した方には、住民税の申告書を送付しておりません。

●お問合せ／税務課  ℡（２８２）７３７９  

平成29年度 市民税・県民税・国民健康保険税 の申告について

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

！！
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Minamialps-City
     Information              Clip

　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

子
ど
も
医
療
費
助
成
金
制
度

対
象
が
18
歳
ま
で
に
拡
大

行
政
委
員
の
選
任

　

新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）

【
教
育
委
員
会
】

　
　

教  

育  

長
　
小
松
　 

重
仁
（
山
寺
）

　
　
職
務
代
理
　
大
堀
　
　 

卓
（
徳
永
）

　
　
委
　
　
員
　
小
野
　 

ゆ
り
（
西
野
）

　
　
　
　
〃
　
　
飯
野
　
　 

章
（
藤
田
）

　
　
　
　
〃
　
　
津
久
井 

豊
德
（
上
今
井
）

　
　
　
　
〃
　
　
佐
藤
　 

良
子
（
荊
沢
）  

新
任

教
育
振
興
プ
ラ
ン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
教
育
委
員
会
は
、
新
た
に
「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
教
育

振
興
プ
ラ
ン
」（
平
成
29
〜
33
年
度
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
本
市
教
育
振
興
の
基
本
目
標
を
定
め
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
分
野
で
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、「
市
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
要
綱
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日（
水
）
〜
31
日（
金
）

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所

・
教
育
総
務
課

・
中
央
図
書
館
（
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
（
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
記
載
が
な
い
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

提
出
様
式
は
自
由
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
参
考
様
式
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
話
、
口
頭
で
の
ご
意
見
提
出
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
と
市
の
考
え
方
は
、
後
日
公
表

し
ま
す
（
意
見
の
内
容
以
外
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

意
見
の
提
出
先

　

〒
４
０
０‐

０
４
９
２  

南
ア
ル
プ
ス
市
鮎
沢
１
２
１
２

　

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７

●
お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
７
７
７

　

４
月
１
日
か
ら
対
象
が
18
歳
（
18
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
対
象
に
な
る
方
に
は
案
内
通
知
を
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
医
療
助
成
金
受
給
資
格
者
証
を
お
持

ち
の
方
（
中
学
３
年
生
ま
で
の
方
）
は
、
申
請
手
続
き
は

不
要
で
す
。

受
付
期
間　

１
月
23
日（
月
）
〜
２
月
24
日（
金
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は

　
　
　
　
　

各
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※

重
度
医
療
・
ひ
と
り
親
医
療
の
該
当
者
、
児
童
福
祉

　

法
に
基
づ
く
措
置
に
よ
り
医
療
費
の
支
給
を
受
け
て

　

い
る
児
童
は
申
請
対
象
外
で
す
。

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
２
９
３

●
お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
７
７
７

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て

○
特
別
障
害
者
手
当
制
度

　

特
別
障
害
者
手
当
は
、
身
体
又
は
精
神
に
著
し
く
重
度

で
永
続
す
る
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
本
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
月
額  

２
６
，８
３
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当
制
度

　

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
身
体
又
は
精
神
に
重
度
で
永
続

す
る
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
本
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
月
額  

１
４
，６
０
０
円

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
又
は
精
神
に
中
程
度
以

上
で
永
続
す
る
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
月
額  

１
級  

５
１
，５
０
０
円

　

  　
　
　
　

２
級  

３
４
，３
０
０
円

　※

い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
等
で
支
給
さ
れ
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ksom
u-pc001@

city.m
inam

i-alps.lg.jp

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
１
９
７
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「
第
５
回  

美
し
い
県
土
づ
く
り

大
賞
奨
励
賞
」を
受
賞

　

中
野
地
区
の
ふ
る
さ
と
を
錦
で
飾
り
隊
が
『
美
し
い
県

土
づ
く
り
大
賞
奨
励
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

隊
で
は
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
は
、
地
域
に

し
か
な
い
田
舎
の
風
情
や
景
観
に
自
ら
が
気
付
く
こ
と
か

ら
始
ま
る
と
考
え
、
棚
田
を
中
心
と
し
た
眺
望
を
保
全
し
、

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
不
耕
作
地
へ
の
景
観
作
物
の
栽
培
や
周
囲
と
の

調
和
を
図
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
お
色
直
し
な
ど
、
住
民
主

体
の
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
３
９
４

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

学
校
給
食
費
助
成
金
制
度

　

南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
、
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童

生
徒
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
に
対
し
、
学
校
給
食
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯
で
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、３
月
31
日
ま
で
に
学
校
給
食
費
が
完
納
さ
れ
な

か
っ
た
と
き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、す
で
に
申
請
を

さ
れ
て
い
る
場
合
も
納
入
状
況
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
３
人
目
以
降
の
小
学
生
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
間  

１
２
，１
０
０
円

○
３
人
目
以
降
の
中
学
生
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
間  

１
３
，２
０
０
円

●
お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
７
７
７

　

４
月
１
日
よ
り
開
始
す
る
新
規
事
業
「
健
康
リ
ー
グ
」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

●
健
康
リ
ー
グ
と
は

　

健
康
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
意
識
の
向
上
に
向
け
て
事
業
等
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
市
内
の
組
織
体
制
で
す
。

　

健
康
は
す
べ
て
の
人
の
願
い
で
あ
り
、
増
え
続
け
る
医

療
費
や
介
護
費
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
健
全
な
財
政
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
康
で
あ
る
こ
と
は
、「
社
会
貢
献
」
と
の
観
点
か
ら
、

地
域
、
団
体
、
企
業
等
が
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
を
目

的
に
実
施
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
、
市
が
支
援
し
て
い

く
事
業
で
す
。
ま
た
、
市
が
主
催
す
る
健
康
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
や
健
康
診
断
へ
の
参
加
に
よ
る
「
健
康
ポ
イ
ン

ト
」
の
導
入
も
し
て
い
き
ま
す
。

募
集
内
容　

　

健
康
増
進
・
健
康
意
識
向
上
に
結
び
つ
く
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

３
月
１
日
（
水
）
ま
で

応
募
資
格　

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
方

応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
、
作
品
お
よ
び
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
（
本

庁
総
合
案
内
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
健
康
増
進

課
）、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

幸
せ
実
感
！

南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
に
つ
い
て

　

〒
４
０
０‐

０
２
９
２ 

南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
２
８
０
６―

１

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内  

健
康
増
進
課

100歳祝

お

めでとう！

 小林  芳子 さん （飯野）

※

応
募
用
紙
は
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
に
配
置

　

し
て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

も
可
能
で
す
。

●
応
募
・
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
　
６
０
０
０



    ８

12月17・18日

第53回県一周駅伝
南アルプスAチーム優勝

12月14日

建物火災人命救助表彰

　徳永地区の建物火災で、逃げ遅れた男性を発見して助け出
した事から、吉田地区の河野博夫さんに消防長表彰が贈られ
ました。
　隣の家で仕事をしていた河野さんは、消防団に入っていた
経験からいち早く火災に気づき、燃え盛る仏壇の前に立ち竦
んでいた男性を発見し、抱えて救出しました。
　河野さんの勇気ある行動に心から感謝いたします。

　２日間で167.8キロ（20区間）を走る県一周駅伝が
行われ、南アルプスＡが９時間９分10秒の好タイムで、
５年ぶり８度目の総合優勝を果たしました。
　南アルプスＡは、初日に首位に立ち、２日目も安
定した走りで首位を譲らず、２位にトータル11分 29
秒の差をつけゴールしました。また、南アルプスＢ
も８位入賞と好成績を残しました。
　沿道には大勢の市民が詰め掛け、選手たちに温か
い声援を送っていました。

1月5日

第15回南アルプス桃源郷マラソン
大会事務所開所式

　南アルプス桃源郷マラソン大会実行委員会は、大会申込受
付の開始にあわせ、市体育協会内に事務所を開設しました。
　今大会のゲストランナーは、アトランタオリンピック陸上
女子10,000ｍに出場した、千葉真子さんです。
　申込期限は２月17日（金）です。定員を設けていますのでお
早めにお申込みください。
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　新年恒例の南アルプス市消防団の出初式が消防本部で行わ
れました。
　式典では、昨年退団された八田分団第６部部長の塩谷健太
郎さん、櫛形分団第１部部長の三枝万也さんに消防庁長官報償
（銀杯２号）の伝達を行ったほか、消防活動に尽力した271人の
団員と1分団が、各種表彰を受けました。
　また、地域に開かれた消防団を目指すため、会場には消防
ポンプ車やはしご車が展示され、多くの親子連れが訪れてい
ました。

1月8日

  南アルプス市消防団出初式

1月12日

白根御勅使中学校起工式

　白根御勅使中学校校舎の起工式が行われました。
　金丸市長をはじめ、学校や工事関係者らが出席し、工事の安
全と無事完成を祈願しました。
　新しい校舎は鉄筋コンクリート造3階建、延床面積 4,219 ㎡
で、「安全で安心な学校施設」であることはもとより、地域防災
拠点としての役割も担うことができる施設となっており、平成
30年３月下旬に完成する予定です。

交通安全祈願祭
1月11日
　南アルプス警察署、交通安全協会、安全運転管理者協議会、
交通安全指導員等の皆さんが小笠原地区にある笠屋神社で
交通安全祈願祭を行いました。
　出席者は今年が安全な年となるよう願いを込めて祈りを
捧げるとともに、交通事故のない安全なまちづくりに向け
気持ちを引き締めていました。



　

多
く
の
皆
さ
ん
は
、病
気
や
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
た
い
と
い
う
希
望
を

持
た
れ
て
い
ま
す
。人
生
の
最
期
ま
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
す
た
め
に
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、ぜ
ひ
こ

の
機
会
に「
在
宅
医
療
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
日　

２
月
18
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時（
受
付
13
時
〜
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
第
一
部
】講
演

演　

題　
「
こ
こ
に
い
て
ぇ
な
あ
」「
ほ
う
す
る

　

じ
ゃ
ん
」

講　

師　

医
師 

市
川
万
邦
氏

　
　
　
　
（
南
部
町
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
）
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お問合せ／介護福祉課 TEL.282-7347　

「
在
宅
医
療
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す

南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
、在
宅
医
療
や
地
域
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
、

『
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
』〜
わ
が
家
で
も
受
け
ら
れ
る
医
療
〜

を
テ
ー
マ
に
、講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
す
。

「
住
民
主
体
の
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
た
め
に

●『
生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
』が

　
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
問
題

は
、南
ア
ル
プ
ス
市
も
同
様
で
す
。高
齢
者
世
帯
、

認
知
症
、要
介
護
者
が
増
え
る
一
方
で
、支
え
る
側

の
若
い
人
口
が
減
り
、介
護
人
材
の
確
保
も
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、国
で
は「
専
門
職
が
行

う
介
護
サ
ー
ビ
ス
」と
あ
わ
せ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
性
に
あ
っ
た「
住
民
主
体
の
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」が
重
要
で
あ
る
と
の
方
向
性
が

打
ち
出
さ
れ
、介
護
保
険
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
い
て
も
、本
市
の
特
性
に

合
っ
た
「
高
齢
者
等
の
居
場
所
づ
く
り
」
や

「
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
お
手
伝
い
」な
ど
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
が
住
民
と
市
内
の
関
係
者
の

連
携
に
よ
っ
て
創
出
で
き
る
よ
う
に
、具
体
的
な

方
策
を
検
討
し
て
い
く
た
め
の「
生
活
支
援
体
制

整
備
協
議
体
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、さ
ら
に
身
近
な
地
域（
小
学
校
区
圏
域

＝
市
内
15
地
区
）
に
お
い
て
、
同
様
の
検
討
の
場
を

広
め
て
い
き
、き
め
細
か
な「
住
民
主
体
の
助
け
合

い
の
地
域
づ
く
り
」を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
第
二
部
】パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
在
宅
医
療
と
介
護
を
支
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
」〜
み
ん
な
で
支
え
る
在
宅
医
療
〜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

医
師 

市
川
万
邦 

氏

パ
ネ
リ
ス
ト　

　

斉
藤
和
磨
氏（
斉
藤
医
院
院
長
）

　

秋
山
愛
氏（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ら

　

ぐ
さ
所
長
）

　

塩
澤
直
美
氏（
ケ
ア
プ
ラ
ン
い
な
み
主
任
介

　

護
支
援
専
門
員
）

※

入
場
無
料

※

参
加
希
望
の
方
は
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ

　

介
護
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

ま  

ち



　山梨県南巨摩郡増穂町（現 富士川町）出身で、日本を代表する版
画家である深沢幸雄先生が１月２日に92歳でご逝去されました。
　当館には、平成18年に400点余に及ぶ作品群をご寄贈いただいて
おり、先生の遺された作品や資料を通じ、先生のご逝去を悼むために
「深沢幸雄追悼展」を急遽開催することといたしました。
　深沢幸雄は、１９２４年に山梨県南巨摩郡増穂町平林（現 富士川
町）に生まれました。東京美術学校（現 東京藝術大学）を卒業後、
千葉県市原市にアトリエを構え、独学で銅版画に取り組み、数多くの
魅力的な作品を生み出してきました。
　本展では、当館コレクションの中から、版画・ガラス絵・書・パス
テルなどを展示し、深沢幸雄の画業を紹介します。

深沢幸雄追悼 展

『オオカミから犬へ!』   
作・絵／ハドソン・タルボット  訳／真木 文絵
出版社／岩崎書店　 　

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　老後に向けて身軽に
していかなくては。思い
切ってモノ減らし! でも
やっぱり捨てられない? 
ポスト・ミニマリズムの
立場から、「モノを持ち
つつ、小さく暮らせる」
新しい生活スタイルを
提案する。

　人と犬はどうして親友
になったの? はじまりは、
ずっとずっと昔のこと。
少年と子どもオオカミの、
こんな出会いだったの
かもしれません…。人と
犬の出会いと進化の旅
を描いた物語。

10:30～

14:00～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010

白根桃源図書館  TEL.284-6010

わかくさ図書館  TEL.283-1501

甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／6・13・20・27・28日

芦安分館

TEL.282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00

中央図書館

TEL.280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝日 9:30～17:00

休館日／28日

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～３月26日（日）

●市立美術館  開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）  休館日／月曜日・祝日の翌日
　　　　　　　入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 　（20名以上団体料金2割引）
お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

　月のイベントスケジュール
７日（火）

４日（土）

毎週土曜日
18日（土）11日（土）

17日（金）

９日（木）

22日（水）

14日（火）

23日（木）

『捨てきらなくてもいいじゃない? 』 
著／岸本 葉子　出版社／中央公論新社　 　

11

《青い小壜》ガラス絵 2002年　

《めし》銅版 1956年

15日（水）

●朗読会「おたのしみ処」

◇わかくさ図書館臨時休館のご案内
　「十日市祭典」の開催にともない、２月１１日（土）が臨時休館となります。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

14:00～ ４日（土）

白

白

《黄昏の銀座にて》
パステル 2000年

八甲 わ

甲 八

中

●外国語のおはなし会「英語であそぼう！」 10:30～ 25日（土）

●シニア講座  「ひな飾りカード」
10:00～中

※要申込  2月１日（水）から市内図書館にて受付開始

緑のガラス絵を描く

中

八

白

15日（水） わ 14:00～

●ビジネス支援講座  「この時期から始める野菜づくり」
13:30～中

講師　JAこま野営農指導部技術顧問　赤池良久氏
定員３０名　※要申込  市内図書館にて受付中　　　

18日（土）

わ 甲



12

『甲府買物独案内』国立国会図書館蔵

砂糖、山芋、求肥(ぎゅうひ)
などをまぜ、上生菓子の元と
なる練り切りあんを作る

上生菓子　菊　練り切りを
専用のハサミで一枚一枚切
っていく

※１　江戸時代の嘉永７年（1854）にまとめられた甲府城下町のタウンガイド（明治５年（1872）に増補改定）

菓
子
は
果
子

　

奈
良
・
平
安
時
代
、
日
本
で
文
字
が
本
格
的
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
初
め
て
「
果
子
」
の
文
字
も
現
れ
ま

す
。
こ
の
「
果
子
」
は
当
時
「
く
だ
も
の
」
と
呼
ば
れ
、

果
子
は
本
来
、
果
物
と
木
の
実
を
意
味
し
ま
し
た
。
後

に
草
冠
が
加
わ
り
、「
菓
子
」と
な
っ
た
の
で
す
。

　

幕
末
に
刊
行
さ
れ
た
『
甲
府
買
物
独
案
内
』（
※
１
）
に

は
、
柿
や
葡
萄
な
ど
の
果
物
、
栗
や
胡
桃
な
ど
の
木
の

実
を
売
っ
て
い
る
店
が
菓
子
店
と
し
て
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
当
初
の
意
味
が
伝
統
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
の
ち
に
「
果
物
」
は
「
水
菓
子
」
と

い
う
言
葉
で
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
和
菓
子
文
化
の
歩
み
（
※
２
）　

　

『
甲
府
買
物
独
案
内
』
を
見
る
と
、
甲
府
城
下
町
の

下
府
中
で
は
、
京
菓
子
や
江
戸
菓
子
の
店
が
軒
を
連
ね

て
い
ま
す
。
店
の
案
内
に
は
「
御
進
物
」
と
書
か
れ
、
菓

子
を
お
く
る
習
慣
が
武
士
や
裕
福
な
商
人
層
に
広
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
当
時
の
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
生
業
は
農
業
が

中
心
で
、
菓
子
店
は
ま
だ
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
駿
河
と
信
州
を
結
ん
で
市
域
を
南
北

に
走
る
駿
信
往
還
（
現
52
号
線
）
に
は
、
荊
沢
宿
や
小
笠

原
宿
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
荷
を
運
ぶ
馬
子
た
ち
が
休

む
た
め
の
店
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
小
笠
原
の
村

田
屋
は
、
店
で
一
服
す
る
馬
子
た
ち
に
「
五
文
」
で
饅
頭

を
売
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
五
文
取
り
屋
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
往
還

沿
い
の
店
で
は
、
菓
子
を
商
う
店
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
明
治
３
年
の
記
録
で
は
、
荊
沢
宿
だ
け
で
菓

子
や
焼
き
芋
、
柿
な
ど
を
扱
う
菓
子
店
が
10
軒
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
以
降
に
砂
糖
が
普
及
す
る
と
、
大
正
時
代

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
甲
府
市
内
の
老
舗
の
菓
子

店
や
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
老
舗
店
、
東
京
な
ど
で
修
行

し
た
職
人
が
52
号
線
や
主
要
な
街
道
を
中
心
に
菓
子
店

を
開
き
、
菓
子
の
文
化
が
一
気
に
市
内
に
普
及
し
ま
す
。

 

に
し
ご
お
り　

　

 

和
菓
子
の
伝
統

115115



 

大日本沿海與地全図　甲斐・信濃部分　南アルプス芦安山岳館蔵
伊能忠敬が測量した地図。駿河と信州を結ぶ駿信往還が詳細に描かれている。荊沢や
小笠原の名も見える。江戸時代後期以降、和菓子店はこうした駿信往還や戸田街道など
主要な街道沿いを中心として、店が創業されていった。

 

昭和初期　明治軒（小笠原） 昭和初期　つるや（飯野） 昭和初期　福井屋（下高砂）

※２　和菓子は洋菓子に対する言葉で、明治以降に使われた言葉。和菓子は平安時代に唐菓子、中世に羊羹と

饅頭、戦国時代にカステラや金平糖など海外の食文化を取り入れ、日本のものと和えることで成立・発展した。

昭
和
初
期
に
は
中
巨
摩
郡
全
体
で
58
軒
も
の
菓
子
店
が

あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
太
平
洋
戦
争

中
は
十
分
な
砂
糖
が
入
手
で
き
な
い
た
め
、
菓
子
店
の

整
理
統
合
が
行
わ
れ
、
中
巨
摩
郡
で
は
一
時
４
軒
に
ま

で
激
減
し
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
、
目
覚
し
い
復
興
の

中
で
再
び
菓
子
店
が
営
ま
れ
、
昭
和
35
年
刊
行
の
『
山

梨
県
菓
業
銘
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
市
内
に
は
30
軒
の
菓
子

店
の
名
前
が
見
え
ま
す
。
そ
の
後
、
社
会
の
移
り
変
わ

り
に
よ
っ
て
和
菓
子
店
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
現

在
市
内
に
は
十
数
軒
の
店
が
あ
り
、
伝
統
的
な
木
型
で

作
る
上
生
菓
子
や
落
雁
、
練
り
切
り
、
饅
頭
、
羊
羹
、

大
福
、
カ
ス
テ
ラ
、
飴
や
か
り
ん
と
う
な
ど
が
丁
寧
に

手
づ
く
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
市
内
産
の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
、
キ
ウ
イ
な
ど
、
水
菓
子
と
呼
ば
れ
た
く
だ
も
の

が
、
和
菓
子
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
和
菓
子
は
日
本
で
培
わ
れ
た
菓
子
に
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
新
た
な
も
の
を
「
和
え
る
」
こ
と
で
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
人
々
が
行
き
交
う
と
こ
ろ
で
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
が
ま
じ
り
あ
い
、
今
な
お
新
し
い
和
菓
子
が
う
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

文
／
写
真  

文
化
財
課
　
古
写
真  

個
人
蔵

明治・大正時代の和菓子作りの道

具や資料を展示。市立図書館作成

和菓子マッププレゼント！

ふるさと文化伝承館エントランス展

にしごおり 、 和菓子の世界

開催中～平成29年５月17日

９時30分～16時30分　木曜休館

TEL　055-282-7408
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句
俳

長
閑
さ
の
篭
に
野
菜
を
あ
ふ
れ
し
む
　
　
　
碇  

富
美
恵
（
飯
野
）

剪
定
す
戦
唄
口
づ
さ
み
つ
つ
　
　
　
　
　
　
塩
谷  

榮
雄
（
塩
前
）

緋
牡
丹
や
忘
れ
て
ゐ
た
る
地
震
の
こ
と
　
　
落
合  

冨
美
子
（
飯
野
）

唄
ふ
ご
と
木
蓮
風
に
揺
れ
て
を
り
　
　
　
　
河
西  

浩
子
（
飯
野
）

欠
伸
せ
し
ご
と
く
雲
あ
り
春
の
山
　
　
　
　
金
丸  

松
江
（
下
今
諏
訪
）

料
峭
や
更
地
に
深
き
靴
の
跡
　
　
　
　
　
　
　
内
藤  

利
子
（
飯
野
）

春
深
し
素
粒
子
の
こ
と
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
　
　
　
中
込  

力
　
（
在
家
塚
）

立
春
の
日
差
し
湛
ふ
る
窓
を
拭
く
　
　
　
　
　
中
込  

友
枝
（
在
家
塚
）

棚
霞
む
富
士
を
遠
み
に
骨
納
む
　
　
　
　
　
　
中
澤  

清
子
（
飯
野
）

ひ
や
く
に
ん
の
瞳
に
開
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
　
　
中
澤  

元
子
（
飯
野
）

な 

い

の
ど
か

た
た

り
ょ
う
し
ょ
う

あ
く
び

た
な
が
す

せ
ん
て
い

い
く
さ
う
た



総人口： 72,228人（- 28）
-----------------------------
男　性： 35,676人（+10）
女　性： 36,552人（-38）
世　帯： 27,245世帯（±0）
外国籍人口： 911人（-3）

南アルプス広
報 No.167   平成29年2月1日発行

平成29年1月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL .282-5600　

芦安 TEL .282-5577

甲西 TEL .282-3120

白根 TEL .283-3000

若草 TEL .282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕  　●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　 ●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います
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ＩＫＵＭＥＮ いくめん

平野 文哉さん（父）、陽基くん（3ヵ月）
  

お風呂はパパの担当です！
元気でたくましく、
思いやりのある子に育ってね☆

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。   
詳しくは、みんなでまちづくり推進課まで。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。
（上高砂）

父・春太郎　母・美穂
（有野）

将来はメジャーリーガー？
元気にまっすぐ大きくなってね。

谷内 柊太郎くん（２歳）
しゅうたろう

ふみや

☎282-6037

☎282-6493

今月の表紙：県指定無形民俗文化財  下市之瀬の獅子舞

日  時　２月１０日（金） ９時３０分～１６時３０分
　　　  ２月１１日（土） ９時～１６時３０分
場  所　南部学校給食センター交差点から三田駐在所まで
　　　　　　　 （県道韮崎南アルプス中央線：約1.1ｋｍ）
交通規制について
◇２月１０日（金） ８：００～１８：００　全面通行止め
　１８：００～翌日８：００　
　＊甲西バイパスより南部学校給食センターまで 西進一方通行
　＊甲西バイパスより三田駐在所まで 東進一方通行
◇２月１１日（土・祝日） 
　８：００～１９：００／全面通行止め　１９：００以降／規制解除
※周辺の交通規制に従ってください。
※６次化拠点施設の駐車場が利用できます。
＊６次化拠点施設内に体の不自由な方の駐車場・トイレをご用意しております。
※市コミュニティバスをご利用ください。
　６次化拠点施設のバス停下車、徒歩5分で第２会場につきます。

【お問合せ】若草窓口サービスセンター　℡.（282）3100

南
ア
ル
プ
ス
市
に
春
を
呼
ぶ

十
日
市
祭
典 

２
０
１
７

今 月

はるき



今
年
の
干
支
は
「
酉
」
で
す
。

干
支
に
は
身
近
な
動
物
を
当
て
は
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

酉
年
に
ち
な
ん
で
「
カ
ワ
セ
ミ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

チ
ッ
ツ
ィ
ー
！
と
甲
高
い
鳴
き
声
で

川
面
の
す
れ
す
れ
を
飛
ぶ
姿
を
見
か
け
た
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
ま
る
で
宝
石
が
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

最
近
で
は
都
市
公
園
の
池
な
ど
に
も
積
極
的
に
姿
を
見
せ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

カ
ワ
セ
ミ
は
高
い
木
や
枝
か
ら
、
か
ら
だ
ご
と
水
面
に
飛
び
込
ん
で
小
魚
を
捕
ま
え
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
川
事
情
が
悪
く
て
、
カ
ワ
セ
ミ
の
え
さ
に
な
る
小
魚
が
少
な
く

こ
こ
の
カ
ワ
セ
ミ
は
小
さ
な
川
虫
な
ど
を
さ
か
ん
に
捕
ら
え
て
い
ま
し
た
。

カ
ワ
セ
ミ
の
食
生
活
が
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
が
、
そ
れ
で
も
野
生
は
た
く
ま
し
い
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
く
ち
ば
し
の
下
が
赤
い
の
で
こ
の
個
体
は
メ
ス
で
す
。

春
に
な
れ
ば
カ
ワ
セ
ミ
も
恋
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

幸
せ
の
青
い
鳥
は
、
み
な
さ
ん
の
す
ぐ
そ
ば
に
い
ま
す
よ
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

翡
翠
の
鳥

15

里

今
月
の
テ
ー
マ

ひ
す
い

え
と

と
り





平成29年

  

お
知
ら
せ   

 2月号

─１─

　
お 

知 

ら 

せ

●
２
月
の
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳  

交
付
日
程

実
施
日　

１
日
８
日
15
日
22
日
（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

　

ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、
後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０

●
献
血
に
ご
協
力
を

　

患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
４
０
０
ml
献
血
の
推
進
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

２
月
14
日（
火
）

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
東
側

　
　
　
　

国
道
沿
い
駐
車
場

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課　

　

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０

●
２
月
10
日（
金
）は

　

児
童
手
当
の
支
払
い
日
で
す

　

支
払
い
日
ま
で
に
支
払
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
支
払
日
以
降
に
通

帳
の
記
帳
等
を
し
て
金
額
に
間
違
い
が
な
い
か

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
み
が
完
了
す
る
時
間
は
、
金
融
機
関
に

　

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）７
２
９
３

●  

就
労
支
援
事
業
所

「
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
」

　

合
同
説
明
会
（
申
込
不
要
・
参
加
費
無
料
）

　

市
内
の
就
労
支
援
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
か
ら
仕

事
の
内
容
等
、
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

２
月
25
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

受　

付　

13
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー 

対　

象　

就
労
支
援
事
業
所
の
利
用
を
考
え
て

　

い
る
方
、
利
用
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

お
問
合
せ
／
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
７
８
０

●  

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　

入
会
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
４
月
１
日
よ
り
利
用

さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
入
会
申
請
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、
５
月
以
降

の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、
年

度
末
で
全
員
退
会
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
等
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支

所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　

２
月
17
日（
金
）

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は

　
　
　
　
　

各
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

●  

独
り
暮
し
高
齢
者
家
庭

　

防
火
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

　

市
消
防
本
部
で
は
、
２
月
〜
３
月
に
か
け
て

春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
独
り
暮

し
高
齢
者（
75
歳
以
上
）家
庭
防
火
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

調
査
員
お
よ
び
協
力
員

　

市
消
防
本
部
職
員
、
市
消
防
団
員

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

調
査
の
方
法

　

独
り
暮
し
高
齢
者
家
庭
を
訪
問
し
、
高
齢
者

防
火
診
断
調
査
票
を
も
と
に
、
防
火
診
断
を
行

い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部  
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

●  

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
無
料
配
布

　

生
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

配
布
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜

※
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

配
布
場
所　

環
境
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
９
７



─２─

  

お
知
ら
せ   

●
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

休
暇
代
替
調
理
員
募
集

募
集
人
員　

若
干
名

募
集
期
間　

２
月
１
日（
水
）
〜
10
日（
金
）

面  

接  

日　

２
月
16
日（
木
）

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、
2
月
1
日
（
水
）

　

か
ら
教
育
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。　

申
込
・
お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

　
　
　
　
電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
７

●  「
芦
安
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

　

活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

芦
安
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
放
課
後
書
道

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
見

守
る
ほ
か
、
準
備
や
片
付
け
の
補
助
を
担
当
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名
（
報
酬
あ
り
）

時　

間　

14
時
30
分
〜
17
時
30
分

場　

所　

芦
安
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

活
動
日
数　

月
2
回
（
水
曜
日
）

募
集
期
間　

２
月
28
日（
火
）ま
で

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●  

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

　
「
あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
つ
な
ぐ
第
一
歩
」

開
催
日　

２
月
21
日（
火
）

時　

間　

９
時
〜
18
時

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

成
人
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
扱
い
、
気
道
異
物
の
処
置
、
傷
病
者
管
理
法
、

外
傷
の
手
当
て
、
搬
送
方
法

定　

員　

10
名

受　

付　

２
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
消
防
本
部  

消
防
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
４

●
消
費
生
活
相
談
員
の
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員

○
消
費
生
活
相
談
員　

１
名

応
募
資
格

　

消
費
生
活
専
門
相
談
員
・
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ

か
の
資
格
保
有
者
、
年
齢
60
歳
ま
で
の
健
康
な

方
、
週
５
日
勤
務
可
能
な
方

勤
務
地　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
内

締　

切　

２
月
10
日（
金
）

そ
の
他　

書
類
選
考
後
に
面
接

※
履
歴
書
お
よ
び
資
格
の
わ
か
る
書
類
の
写
し
・

　

応
募
理
由
書（
書
式
自
由
）を
み
ん
な
で
ま
ち

　

づ
く
り
推
進
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

●  

４
月
採
用
予
定  

市
嘱
託
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員
等

○
保
育
士　

若
干
名

○
看
護
師　

１
名

○
児
童
厚
生
員　

１
〜
２
名

○
介
護
認
定
調
査
員　

若
干
名

○
栄
養
士　

２
名

●  
十
日
市
祭
典
交
通
規
制
に
伴
う

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
運
行

　

２
月
10
日
・
11
日
は
「
十
日
市
祭
典
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
交
通
規
制
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
４
号
車
「
中
央
循
環
線
」
お
よ
び
５
号
車

「
八
田
若
草
線
」を
終
日
迂
回
運
行
し
ま
す
。

利
用
出
来
な
い
バ
ス
停

　

オ
ギ
ノ
峡
西
店
、
南
部
給
食
セ
ン
タ
ー
、
十

日
市
場
、
Ｊ
Ａ
三
恵
支
所
、
津
久
井
胃
腸
医
院

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
、

　

交
通
政
策
室
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
４

●
高
校
生
に
よ
る

　

櫛
形
山
の
活
動
報
告
会　

　

巨
摩
高
校
・
白
根
高
校
が
実
施
し
て
い
る
櫛
形

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
報
告
と
、
農
林
高
校
が
実
施
し
て
い
る

森
林
環
境
教
育
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

２
月
17
日（
金
）　

時　

間　

16
時
〜
17
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎  

申　

込　

不
要
（
参
加
無
料
）

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
９

募   

集　

 

募  

集

●
山
火
事
の
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
山
火
事
が
多
発

す
る
時
期
で
す
。
山
梨
県
内
で
も
毎
年
の
よ
う

に
、
こ
の
時
期
に
山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
が
「
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
」
、「
た
き
火
」
、「
火
入
れ
」
な
ど
人
為
的

な
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
山
火
事
は
、
時
に
は
周
辺
の
人
家
な

ど
を
巻
き
込
む
大
き
な
災
害
を
招
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

山
火
事
か
ら
県
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森

林
資
源
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
喫
煙
後
の
タ
バ
コ
は
確
実
に
消
し
、
そ
の
場

　

で
捨
て
ず
持
ち
帰
る
こ
と
。

○
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、
火
入
れ

　

を
し
な
い
こ
と
。

○
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

　

や
山
林
の
付
近
で
の
た
き
火
は
避
け
る
こ
と
。

○
た
き
火
を
す
る
際
に
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ

　

ず
、
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

○
火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
市
町
村
長
の
許
可

　

を
必
ず
受
け
る
こ
と
。

お
問
合
せ
／
県
森
林
整
備
課

  

電
話
（
２
２
３
）
１
６
４
４

募
集
期
間　

2
月
1
日（
水
）〜
13
日（
月
）

試  

験  

日　

2
月
24
日
（
金
）
に
実
施
予
定

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、
2
月
1
日
（
水
）

　

か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
人
事
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
８
４



─３─

 

募  

集

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　

年
金
相
談
会　

     

開
催
日　

２
月
16
日（
木
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎  

３
階
小
会
議
室

持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、

　
　
　
　

ね
ん
き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

お
問
合
せ
／
竜
王
年
金
事
務
所　
　

電
話
（
２
７
８
）
１
１
０
０

●
南
ア
ル
プ
ス
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　 

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
返
礼
品
募
集

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

贈
呈
す
る
、
地
元
の
特
産
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

魅
力
あ
る
多
く
の
返
礼
品
を
と
り
そ
ろ
え
る

こ
と
で
、
全
国
に
高
品
質
な
地
域
の
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
活
性
化
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

 
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

●
第
46
回
信
玄
公
祭
り

  

「
大
井
夫
人
隊
」
参
加
者
募
集

　

世
界
一
の
武
者
行
列
「
信
玄
公
祭
り
」
に
、

無 

料 

相 

談

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　

各
種
相
談
会

 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

２
月
19
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
才
、
女
性
45
才
ま
で
の
健
康 

　

な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

消
費
者
生
活
相
談 

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

毎
週
火
･
木
曜
日（
除
祝
日
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

 

行
政
相
談 

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　

２
月
10
日（
金
）

 

・ 

17
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
10
日
）

　
　
　
　

 
市
役
所
本
庁
舎
（
17
日
）　

 

無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
土
地
・
不
動
産
、
借
金
、
離
婚
な
ど

の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先 
1
人
50
分
・
２
月

　

１
日
予
約
開
始
）

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　

２
月
15
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

無
料
相
談 

●
第
46
回  

信
玄
公
祭
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

開
催
日　

４
月
８
日（
土
）

業
務
・
時
間

①
会
場
警
備
係　

14
時
〜
19
時
30
分

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
会
場
案
内
係

　

７
日（
金
）
15
時
〜
18
時
ま
た
は

　

８
日（
土
）
10
時
〜
15
時

③
外
国
人
向
け
観
光
案
内
係　

10
時
〜
20
時

④
救
護
補
助
係　

14
時
30
分
〜
20
時

募
集
人
数

①
会
場
警
備
係　

１
０
０
名

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
会
場
案
内
係　

15
名

③
外
国
人
向
け
観
光
案
内
係　

10
名

④
救
護
補
助
係　

10
名

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

　

メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　

電
話
番
号
・
希
望
す
る
業
務
（
②
の
係
は
希

　

望
日
）・
過
去
の
経
験
の
有
無
を
明
記
の
上
、

　

〒
４
０
０
―

８
５
０
１ 

甲
府
市
丸
の
内
１
―

６

　
―

１ 

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
係
ま
で
送
付
。

　

Ｅ
メ
ー
ル　

t-kurasaw
a@
yam
akan-sk.jp

　

３
月
９
日（
木
）
必
着

申
込
・
お
問
合
せ
／
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

電
話
（
２
３
１
）
２
７
２
２

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
２
１
）
３
０
４
０

南
ア
ル
プ
ス
市
も
大
井
夫
人
隊
と
し
て
出
陣
し

ま
す
。
あ
な
た
も
戦
国
時
代
の
装
い
で
武
田
時

代
行
列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
の
方
を
先
行
し
て
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

４
月
８
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
20
時（
予
定
）

集
合
場
所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

資　

格　

中
学
生
以
上
で
、
着
物
や
鎧
を
着
て

　

２
Ｋ
m
程
度
歩
け
る
方

定　

員　

大
井
夫
人  

１
名
（
女
性
）

　
　
　
　

侍
大
将  

１
名

　
　
　
　

侍  

14
名

　
　
　
　

侍
女  

18
名
（
女
性
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

応
募
方
法　

電
話
受
付
で
先
着
順
と
し
ま
す
。

先
行
募
集
（
市
内
在
住
者
の
み
）

　

２
月
６
日（
月
）
８
時
30
分
〜

※
募
集
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、２
月
13
日（
月
）

　

か
ら
市
内
外
問
わ
ず
一
般
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

開
催
日　

２
月
18
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制 

１
人
30
分
・
２
月
１
日

　

予
約
開
始
）

開
催
日　

２
月
24
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３



─４─

イ
ベ
ン
ト  

　●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜
９
日（
木
）

　

な
お
、
申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受

付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

①
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
心
と
身
体
を
美
し
く

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
、
正
し
い
骨
格
を
意
識
し
な

が
ら
、
体
幹
の
筋
肉
を
整
え
ま
す
。
習
慣
化
し

て
い
る
身
体
の
使
い
方
を
修
正
し
な
が
ら
鍛
え

て
い
き
ま
す
。

開
催
日　

２
月
20
日（
月
）・
27
日（
月
）

　
　
　
　

３
月
６
日（
月
） 

全
３
回

無
料
相
談 

●
緑
化
無
料
相
談
会

　

     

　

緑
の
相
談
所
樹
木
医
・
川
村
晃
一
先
生
に
よ

る
、
樹
木
（
庭
木
・
果
樹
）
の
管
理
方
法
や
、
病

害
虫
防
除
な
ど
、
緑
化
に
関
す
る
無
料
相
談
会

で
す
。

開
催
日　

２
月
22
日（
水
）　

場　

所　

甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

開
催
日　

３
月
８
日（
水
）　

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

時　

間　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

申　

込　

不
要

※
先
着
順
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

※
相
談
の
際
に
症
状
が
出
て
い
る
枝
葉
、
ま
た

　

は
写
真
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
９

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分
ご
ろ　

場　

所　

櫛
形
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

受
講
料　

１
０
０
円

定　

員　

20
名

②
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー（
銀
粘
土
）　

　

ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
作
り
教
室

　

銀
粘
土
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ（
ス
ト
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
）

が
作
れ
ま
す
。

開
催
日　

２
月
21
日（
火
）

時　

間　

19
時
〜
21
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，９
０
０
円
（
材
料
費
込
）

定　

員　

24
名

③
キ
ッ
チ
ン
に
あ
る
も
の
で

　

ボ
デ
ィ
石
け
ん
作
り
教
室

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
お
風
呂
で
使
え
る
石
け

ん
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

２
月
22
日（
水
） 

時　

間　

19
時
〜
20
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
，１
０
０
円
（
材
料
費
込
）

定　

員　

24
名

④
特
別
観
望
日
「
冬
の
星
座
と
プ
ラ
ネ
タ

　

リ
ウ
ム
を
観
る
会
」

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
の
お
話
を
聞
き
、
県

内
最
大
級
の
望
遠
鏡（
50 

cm
）
で
冬
の
星
座
を
観

察
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

２
月
25
日（
土
）

時　

間　

19
時
〜
20
時

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　

１
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

定　

員　

20
名

※
各
講
座
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
定
員
以
下
の
場
合
は
閉
講
の
場
合
あ
り
。

※
講
座
の
詳
細
は
、
各
施
設
に
あ
り
ま
す
生
涯

　

学
習
講
座
「
平
成
28
年
度
下
半
期
版
」
の
チ
ラ

　

シ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７

●
市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
市
立
児
童
館
の
幼
児
教
室

　

４
月
か
ら
年
間
を
通
し
、
手
遊
び
・
読
み
聞

か
せ
・
工
作
・
運
動
な
ど
を
行
う
幼
児
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

○
八
田
児
童
館　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

○
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

○
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館　

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

○
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

○
白
根
児
童
館　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

○
甲
西
児
童
館　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

時　

間　

10
時
30
分
〜
（
約
60
分
）

参
加
費　

１
組　

１
，０
０
０
円
（
年
間
）

対　

象　

市
内
在
住
の
１
、
２
歳
児
と
保
護
者

定　

員　

各
20
組
（
先
着
順
）

※
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館
は
15
組

申　

込　

参
加
希
望
の
各
児
童
館
に
直
接
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

受　

付　

２
月
３
日
（
金
）
10
時
〜

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　

     

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
、
財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な

契
約
等
を
行
う
と
き
に
、
判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、
権
利
と
財
産

を
守
り
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　

２
月
20
日（
月
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　

社
会
福
祉
士

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２

●
春
の「
き
こ
え
」と
「
こ
と
ば
」の

　

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

     

　

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」
の
こ
と

で
不
安
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開
催
日　

３
月
12
日（
日
）、
13
日（
月
）

時　

間　

９
時
〜
17
時

場　

所　

県
立
ろ
う
学
校

対　

象　

０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

内　

容

 

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み

○
育
児
・
教
育
相
談
、
聴
力
測
定
、
補
聴
器
相
談

申　

込　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
事
前
予
約　

申
込
・
お
問
合
せ
／
ろ
う
学
校

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」　

電
話 

０
５
５
３
（
２
２
）
１
３
７
８

フ
ァ
ッ
ク
ス 
０
５
５
３
（
２
２
）
６
４
１
９



─５─

イ
ベ
ン
ト  

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

①
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
大
学

　

〜
市
民
で
ぃ
れ
く
た
〜
ず
サ
ロ
ン
〜

　

情
報
交
換
の
サ
ロ
ン
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

「
や
っ
て
き
た
」
人
、
い
ま
「
や
っ
て
い
る
」

人
、
こ
れ
か
ら
「
や
ろ
う
」
と
し
て
い
る
人
。

こ
れ
か
ら
計
画
し
て
い
る
人
や
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
人
た
ち
が
、
意
見
や
情
報
を
交
換
し
て
、

企
画
内
容
を
磨
き
上
げ
、
交
流
連
携
を
す
す
め

る
会
で
す
。

開
催
日　

２
月
７
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

宜（
よ
ろ
）saw

anobori

講　

師　

佐
藤
文
昭
先
生
（
県
立
大
学
）
他

②
第
５
回
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

〜
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業
報
告
会
〜

　

本
年
度
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
、
ど
ん
な

成
果
が
あ
っ
た
の
か
、
報
告
の
中
か
ら
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

２
月
10
日（
金
）

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

○
基
調
講
演

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
原
部
社　

松
本 

恵
子
さ
ん
・

　

西
田 

遥
さ
ん

　

〜
韮
崎
市
青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ「
ミ
ア
キ
ス
」

　

の
設
立
と
運
営
〜

○
事
業
報
告

①
一
人
音
楽
劇
「
猫
は
生
き
て
い
る
」

「
猫
は
生
き
て
い
る
」
山
梨
公
演
実
行
委
員
会

②
果
樹
de
食
育
「
農
家
，Ｓ
キ
ッ
チ
ン
」

　

W
EST  FIELD

  FARM
ERS

③
高
齢
者
お
楽
し
み
買
い
物
ツ
ア
ー

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
S
A
N

④
風
景
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

風
景
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

⑤
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
獣
害
に
つ
よ
い
見
本
農

　

園
づ
く
り
〜
ケ
モ
ノ
の
被
害
が
ひ
ど
す
ぎ
る

　

土
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
る
〜

　

南
ア
ル
プ
ス
子
ど
も
け
も
の
ク
ラ
ブ

○
そ
の
他
の
事
業
報
告

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
段
差
解
消
事
業

　

支
え
あ
う
会
ピ
ー
チ
＆
グ
レ
ー
プ
・
市
建
設
部

③
第
20
回  

さ
ら
り
と
音
楽
談
義

　

〜
音
楽
の
値
段
〜

　

市
内
在
住
の
音
楽
家
藤
原
義
章
さ
ん
（
指
揮
、

ヴ
ィ
オ
ラ
）
が
、
演
奏
や
お
茶
を
交
え
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
を
モ
チ
ー
フ
に
展
開
す
る
気
楽

な
音
楽
談
話
会
で
す
。

開
催
日　

２
月
21
日（
火
）

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

内　

容　

演
奏
・
談
話
会
・
喫
茶

④
親
子
で
体
に
優
し
い
石
鹸
を
つ
く
ろ
う

開
催
日　

２
月
21
日
（
火
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館

参
加
費　

２
５
０
円

対　

象　

市
内
在
住
親
子
（
８
組
）

申　

込　

２
月
２
日（
木
）
10
時
〜

申
込
・
お
問
合
せ
／
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

電
話
（
２
８
３
）
５
３
４
４

④
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業

　

風
景
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

地
域
の
「
好
き
な
風
景
」
、「
好
き
だ
っ
た
風

景
」
、「
良
く
し
た
い
風
景
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
目
線
で
地
域
の
課
題
、
魅
力
、
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
形
成
と
共
有
を
行
い
、
地
域
づ
く
り
の

目
標
を
考
え
ま
す
。

開
催
日　

2
月
26
日（
日
）

時　

間　

13
時
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講　

師　

大
山 

勲 

氏
（
山
梨
大
学
）

⑤
ア
ル
プ
ス
☆
セ
レ
ナ
ー
ド
Ⅶ

　

〜
岩
崎
け
ん
い
ち
ひ
き
が
た
り
ラ
イ
ヴ
〜

開
催
日　

３
月
４
日（
土
）

時　

間　

18
時
30
分
（
開
場
）

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

会　

費　

1
，5
0
0
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

  

電
話
（
２
８
２
）７
３
２
５

●
県
民
の
森  

森
林
科
学
館
教
室
案
内

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

県
民
の
森
を
歩
き
、
そ
こ
に
集
ま
る
様
々
な

野
鳥
た
ち
を
解
説
付
き
で
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
25
日（
土
）
雨
天
中
止

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

県
民
の
森

申　

込　

電
話
に
て
受
付

定　

員　

な
し
（
参
加
無
料
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
森
林
科
学
館　

電
話
（
２
８
３
）５
７
１
８

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

八
田
児
童
館　

電
話
（
２
８
５
）
０
０
４
２

　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館　

電
話
（
２
８
３
）
５
３
４
４

　

お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館　
　

電
話
（
２
８
４
）
７
４
５
５

　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

　

白
根
児
童
館　

電
話
（
２
８
２
）
７
４
６
１

　

甲
西
児
童
館　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
５
６

②
べ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。

開
催
日　

２
月
15
日（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

対　

象　

生
後
２
ヵ
月
〜
８
ヵ
月
の
乳
児
親
子

定　

員　

５
組
（
両
日
参
加
で
き
る
方
）

申　

込　

２
月
４
日（
土
）
10
時
〜

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
お
む
つ
・
ベ
ビ
ー
オ

　

イ
ル
（
使
用
し
て
い
る
も
の
）・
お
っ
ぱ
い
か

　

ミ
ル
ク

申
込
・
お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

③
子
育
て
マ
マ
に
効
く 

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー 

　

ル
で
体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
親
子
体
操

開
催
日　

２
月
15
日（
水
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館

参
加
費　

５
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
幼
児
親
子
（
15
組
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

電
話
（
２
８
３
）
５
３
４
４



イ
ベ
ン
ト  

─６─

●
新
春
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

開
催
日　

２
月
19
日（
日
）

時　

間　

９
時
30
分
開
会

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

内　

容　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
ダ
ブ
ル
ス

　

親
睦
試
合
。
ペ
ア
は
会
場
で
抽
選
し
ま
す
。

資　

格　

市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

参
加
費　

５
０
０
円

締　

切　

２
月
12
日（
日
）

お
問
合
せ
／
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会  

辻

電
話  

０
８
０（
５
３
７
３
）４
７
９
８

●
南
ア
ル
プ
ス
学
講
座
の
開
催

「
南
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
信
仰
と
生
活
の
歴
史
」

開
催
日　

２
月
４
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

講　

師　

山
梨
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

　
　
　
　

望
月 

健
男 

先
生

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
か
ら
未
来
の

邑
づ
く
り
へ
の
発
想
」

開
催
日　

２
月
18
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

●
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

　

考
古
学
de
婚
活

　

〜
土
器
ド
キ
縄
文
体
験
〜

 　
独
身
の
男
女
に
向
け
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日　

３
月
５
日（
日
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
18
時

場　

所　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

対　

象　

独
身
男
性　

34
才
〜
49
才

　
　
　
　

独
身
女
性　

30
才
〜
45
才

募
集
人
数　

男
性
12
名　

女
性
12
名

参
加
費　

５
，０
０
０
円

申
込
先　

婚
活
de
八
ヶ
岳
推
進
委
員
会

　

http://konkatsu8.com
/single/yokoku/kouko.htm

l

締　

切　

２
月
23
日（
木
）

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
の
男
性
に
向
け

た
、
婚
活
に
役
立
つ
、
身
だ
し
な
み
や
コ
ミ
ュ

　
●【
無
料
】
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

少
し
短
め
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
ス
ポ
ン
ジ
の
付
い

た
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
い
ま
す
。
ス
マ
ッ
シ
ュ

禁
止
。
１
チ
ー
ム
３
人
構
成
。
幅
広
い
年
齢
層

で
楽
し
め
ま
す
。

開
催
日　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日　

　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
次
週
に
振
替
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

申　

込　

不
要

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
ス
ペ
イ
ン
語
教
室
を
開
催

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
活
動
の
周
知
お
よ

び
、
多
文
化
共
生
事
業
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
日　

３
月
９
日（
木
）、   

16
日（
木
）
　
、
23
日（
木
）

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
45
分

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

会　

員  
1
，0
0
0
円　

　
　
　
　

非
会
員  
1
，5
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

講　

師　

西
田 

ジ
ャ
ケ
リ
ネ
さ
ん

（
市
国
際
交
流
協
会
理
事
）

締　

切　

２
月
28
日（
火
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話
（
２
８
０
）
８
３
４
５

●
安
藤
家
住
宅  

雛
祭
り

 　
江
戸
〜
昭
和
の
彩
り
豊
か
な
雛
飾
り
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
安
藤
家
住
宅
で
桃
の
節
句
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

２
月
９
日（
木
）〜
4
月
3
日（
月
）

時　

間　

9
時
〜
16
時
30
分（
入
館
16
時
ま
で
）

●
キ
ッ
ズ
が
描
い
た

　

ラ
ヴ
ィ
の
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン
展

　

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
」
の

「
ラ
ヴ
ィ
ち
ゃ
ん
を
モ
チ
ー
フ
に 

南
ア
ル
プ
ス

市
の
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン
を
し
よ
う
！
」
で
作
成

さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

２
月
10
日（
金
）〜
4
月
12
日（
水
）

　
　
　

  

（
木
曜
休
館
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
（
入
館
無
料
）

お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

　

電
話
（
２
８
２
）
７
４
０
８

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
木
版
画
実
技
講
座

「
多
版
多
色
摺
り
版
画
」
を
制
作
し
ま
す
。

開
催
日　

３
月
５
日（
日
）・
３
月
11
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

場　

所　

市
立
美
術
館

受
講
料　

１
，０
０
０
円

　
　
　

  

（
両
日
分
・
材
料
費
含
む
）

講　

師　

雨
宮 

千
鶴
（
版
画
家
）

対　

象　

両
日
参
加
で
き
る
中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

16
名
（
要
申
込
・
先
着
順
）

②
市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

２
月
19
日（
日
）

時　

間　

11
時
〜
11
時
30
分　
　

場　

所　

市
立
美
術
館
ロ
ビ
ー

出　

演　

巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

参
加
費　

無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
６
０
０

場　

所　

重
要
文
化
財
安
藤
家
住
宅

休
館
日　

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

入
館
料　

大
人 

３
０
０
円  

小
中
高
生 

１
０
０
円

お
問
合
せ
／
文
化
財
課電

話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

　

安
藤
家
住
宅　

   

電
話
（
２
８
４
）
４
４
４
８

講　

師　

山
梨
大
学
名
誉
教
授  

　
　
　
　

花
岡 

利
幸 

先
生

場　

所　

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

定　

員　

各
70
名

参
加
費　

無
料

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１
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●
第
11
回  

櫛
形
中
央
公
民
館

　

 

小
笠
原
・
山
寺
地
区
分
館
ま
つ
り

開
催
日　

２
月
18
日（
土
）、
19
日（
日
）

時　

間　

18
日  

10
時
〜
17
時

　
　
　
　

19
日  

10
時
〜
15
時

場　

所　

小
笠
原
小
学
校
体
育
館

※
２
月
10
日
ま
で
展
示
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

　

す
。

お
問
合
せ
／
小
笠
原
・
山
寺
地
区
分
館
長  

塩
田

　
　

電
話
（
２
８
２
）
３
２
４
３

 

市
民
か
ら

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト  

●
南
ア
ル
プ
ス 

レ
デ
ィ
ー
ス

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

　

私
た
ち
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
ま
す
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た
い
18
歳
以
上
の

女
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

未
経
験
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

18
歳
以
上
の
女
性

練
習
日　

毎
週
木
曜
日
（
２
月
〜
11
月
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

白
根
巨
摩
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

お
問
合
せ
／
チ
ー
ム
代
表　

清
水 

洋

　

電
話 

０
９
０（
４
９
４
４
）
０
４
８
８

●
第
14
回 

芦
安
渓
流
釣
り
祭
り

　

芦
安
地
区
を
流
れ
る
御
勅
使
川
を
会
場
に

「
第
14
回
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
渓
流
釣
り
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
芦
安
地
区
で
釣
り
を
楽
し

ん
で
見
ま
せ
ん
か
。
大
き
な
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ

を
釣
り
上
げ
た
方
に
は
、
商
品
を
多
数
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

●
ソ
ル
デ
ア
ミ
ー
ゴ 

太
陽
の
友
だ
ち

　

ベ
ト
ナ
ム
人 
ヴ
ィ
さ
ん
の
料
理
教
室

　

寒
い
冬
に
体
を
温
め
て
く
れ
る
『
フ
ォ
ー
』

と
ヌ
ュ
ク
ナ
ム
ソ
ー
ス
つ
き
の
『
生
春
巻
き
』

を
ヴ
ィ
さ
ん
と
作
り
ま
す
。

●
第
30
回  

豊
地
区
分
館
ま
つ
り

開
催
日　

２
月
25
日
（
土
）
、
26
日
（
日
）　

時　

間　

25
日  

９
時
〜
16
時

　
　
　
　

26
日  

９
時
〜
15
時

場　

所　

豊
働
く
婦
人
の
家

お
問
合
せ
／
豊
働
く
婦
人
の
家   

橘

　
　

電
話
（
２
８
４
）
３
７
２
０

●
み
ん
な
で
楽
し
く
３
Ｂ
体
操

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
ス
ト
レ
ス

解
消
。
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
に
３
Ｂ
体
操
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
開
催
日　

２
月
７
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

　

ヴ
ィ
さ
ん
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
お
話
を
聞
き
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

2
月
19
日（
日
）　

時　

間　

10
時
〜
14
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー  

2
階
調
理
室

講　

師　

田
中 

ニ
ョ
ト 

ヴ
ィ
さ
ん

参
加
費　

中
学
生
以
上  

１
，５
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生  

５
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
以
下
は
無
料

定　

員　

20
名
程
度（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
親
子
で
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
保
育
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

締　

切　

2
月
11
日（
土
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、お
手

　

拭
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
パ
ッ
ク

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ミ
キ     

電
話 

０
９
０（
３
７
９
８
）
８
６
１
９

　

カ
ワ
テ 

電
話 

０
９
０（
２
２
２
０
）９
１
６
６

場　

所　

若
草
健
康
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物
、敷
物
（
参
加
無
料
）

お
問
合
せ
／（
公
社
）日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

　

井
上
重
美

　
　

電
話 

０
８
０（
６
５
１
７
）
２
１
４
０

　

多
く
の
釣
り
愛
好
家
の
皆
様
の
、
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

３
月
12
日（
日
）

時　

間　

６
時
〜
10
時
30
分

受　

付　

５
時
30
分
〜

場　

所　

御
勅
使
川
（
芦
安
地
区
）

内　

容　

イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
体
長
を
競
い
ま
す
。

※「
え
さ
釣
り
」
の
み
で
す
。（
ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ

　

等
は
禁
止
）

※「
親
子
・
女
性
初
心
者
専
用
エ
リ
ア
」
が
あ

　

り
ま
す
。（
ニ
ジ
マ
ス
の
み
）

参
加
料　

○
宿
泊
参
加
者　

大
人  

4
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

子
供  

2
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

（
宿
泊
料
金
は
別
途
）

○
当
日
参
加
者　

大
人  

4
，5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

子
供  

2
，0
0
0
円

※
宿
泊
す
る
方
は
、
芦
安
温
泉
郷
の
各
宿
泊
場

　

所
へ
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
、お
に
ぎ
り
・
豚
汁
が
付
き
ま
す
。

申
込
締
切　

３
月
１
日（
水
）
17
時
ま
で

　
　申
込
・
お
問
合
せ
／
市
観
光
協
会

　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
４
２
０
４

● 

エ
コ
パ
ー
ク
カ
フ
ェ 

V
o
l
３

   

「
エ
コ
パ
ー
ク
で
つ
な
が
ろ
う
！
」

 　
大
学
生
ら
に
よ
る
エ
コ
パ
ー
ク
の
つ
か
い
み

ち
。
エ
コ
パ
ー
ク
で
つ
な
が
ろ
う
。
み
ん
な
で

事
業
を
起
こ
し
て
み
よ
う
。

開
催
日　

２
月
24
日（
金
）

時　

間　

19
時
30
分

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
学
ぶ
事
前
セ
ミ
ナ
ー（
申
込

不
要
）
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
申
込
者
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日　

２
月
24
日（
金
）

時　

間　

19
時
30
分
〜
21
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階  

小
会
議
室

対　

象　

独
身
男
性　

お
問
合
せ
／
婚
活
de
八
ヶ
岳
推
進
委
員
会

電
話  

０
９
０（
８
８
５
７
）２
８
６
４



 

入
札
結
果

 11  月 の 入 札 結 果

●企業局関係 お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016

お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092●市役所関係
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開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

11月  4日 南アルプス市議会議員一般選挙　開票所設営・撤去業務委託 桃園地内 ㈱セブンサービス企画装飾 山梨営業所 432,000

11月  4日 消防救急デジタル無線携帯型受令機購入 十五所地内 ㈲和田電気商会 793,800

11月  4日 デジタル印刷機リース(八田窓口ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ) 野牛島地内 ㈲丸栄商事 17,280

11月  7日 公共下水道管渠布設工事（上今諏訪３工区） 上今諏訪地内 ㈱市口興業 2,646,000

11月  7日 公園施設長寿命化対策屋内運動場改修工事 百々地内 ㈲丸利森本建設 8,240,400

11月  7日 下宮地荊沢線道路改良工事１工区 市内 ㈲野田組 3,067,200

11月  7日 白根東保育所遊具新設工事 西野地内 ㈲中島工業所 2,462,400

11月  7日 南部学校給食センター駐車場舗装工事 十日市場地内 新津建設㈱ 19,310,400

11月  7日 林道下安通前坂下線舗装工事 芦安安通地内 ㈱シンワ 1,728,000

11月  7日 林道塩前第二線舗装工事 大嵐地内 ㈱輪田道路 1,674,000

11月  7日 甲西防災備蓄倉庫整備工事 鮎沢地内 ㈲長沼住建 4,860,000

11月  7日 伊奈ヶ湖周辺施設改修工事設計業務委託 上市之瀬地内 はね設計 6,577,200

11月  7日 市営芦安駐車場屋外トイレ新築工事設計業務委託 芦安芦倉地内 小田切建築設計二級建築士事務所 1,371,600

11月  7日 白根栄養改善センター解体工事設計業務委託 飯野地内 笹本建築設計事務所 756,000

11月  7日 八田13・161号線物件調査算定業務委託（１工区） 野牛島地内 疾測量㈱ 3,348,000

11月  7日 本庁舎・西別館周辺植え込み剪定業務委託 小笠原地内 ㈱明桃園 834,840

11月  7日 小笠原放課後児童クラブ創設に係る用地測量業務委託 小笠原地内 ㈱八田測量 482,760

11月14日 白根御勅使中学校校舎改築工事（建築主体工事） 百々地内 長田組土木・市川工務店・ 磯野建設ＪＶ 1,101,384,000

11月14日 豊小学校大規模改造工事（建築主体工事） 吉田地内 内藤ハウス・ナカゴミ建設・米山住研ＪＶ 291,276,000

11月17日 市指定ごみ袋（大）購入（３回目） 市内 ㈱ヤマゲン 9,136,800

11月17日 平成29年度南アルプス市消防団新入団員用装備
（活動服及びアポロキャップ）購入

十五所地内 ㈲ヤマト商事 4,134,240

11月17日 平成29年度南アルプス市消防団新入団員用半長靴購入 十五所地内 ミドリ安全山梨㈱ 831,600

11月17日 小学校卒業祝品購入 市内 シマヤ書店 786,049

11月17日 公用車リース（教育委員会） 鮎沢地内 ㈱ユニオックス 32,724

11月21日 公共下水道管渠布設工事（十五所１工区） 十五所地内 ㈱川崎建設 42,876,000

11月21日 櫛形16号線（櫛形大橋）耐震補強修繕工事（Ⅰ期） 小笠原地内 ㈱川崎建設 29,160,000

11月21日 中央橋耐震補強工事（Ⅱ期） 芦安芦倉地内 ㈲清水工設 22,572,000

11月21日 飯野125号線路肩拡幅工事 飯野地内 ㈲丸利森本建設 7,365,600

11月21日 公共下水道管渠布設工事（西野２工区） 西野地内 ㈱荒井建材 10,746,000

11月21日 西南湖水路改修工事 西南湖地内 名取ブロック工業 6,588,000

11月21日 東南湖地内水路壁改良工事 東南湖地内 村松興業 3,024,000

11月21日 市道古屋敷沓沢線グルービング設置工事 芦安芦倉地内 新津建設㈱ 1,155,600

11月21日 櫛形北（櫛形北第二）児童クラブ改修工事 桃園地内 ㈱秀和工務店 13,338,000

11月21日 櫛形豊・櫛形豊第二児童クラブ改修工事 吉田地内 ㈲上野工務所 11,556,000

11月21日 櫛形西児童クラブ改修工事 上市之瀬地内 ㈲磯野建設 7,452,000

11月21日 小笠原小学校北門設置工事 小笠原地内 ㈱野中工務店 2,138,400

11月21日 八田小学校屋外プール配管改修工事 野牛島地内 ナカゴミ㈱ 1,466,640

11月21日 八田13・161号線用地測量調査業務委託（１工区） 市内 深沢測量事務所 2,430,000

11月21日 市道古屋敷西河原線概略設計業務委託 芦安芦倉地内 ㈱フジ・フロンテ 826,200

11月21日 白根御勅使中学校校舎改築工事（機械設備工事） 百々地内 共信冷熱・清水総合工業JV 142,560,000

11月21日 豊小学校大規模改造工事（機械設備工事） 吉田地内 永田工業所・栄進設備工業JV 85,644,000

11月21日 白根御勅使中学校校舎改築工事（電気設備工事） 百々地内 若尾電気・青木電工JV 106,380,000

11月21日 豊小学校大規模改造工事（電気設備工事） 吉田地内 中楯電気・小林電気商会JV 66,042,000

開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

11月  2日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（十五所１工区） 十五所地内 ㈲ケーシー金丸工務店 24,505,200

11月  2日 民地内撤去に伴う給配水管布設工事（上宮地工区） 上宮地地内 ㈲甲西管工 3,348,000

11月  9日 下市之瀬第1配水池緊急遮断弁・制御盤更新工事 下市之瀬地内 甲信商事㈱甲府支店 9,396,000

11月24日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（西野２工区） 西野地内 ㈲東設備 3,380,400

11月24日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（上八田１工区） 上八田地内 ㈲中澤 3,758,400


